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は じ め に 
 

 

農作業中の死亡事故は、全国で年間２６１件（平成３０年～令和４年平均）、本県に

おいても、年間６ .２件（平成３０年～令和４年平均）発生しています。中でも、農業

機械の利用に伴う高齢者の事故が目立って発生している状況です。  

農作業事故による死亡・ケガの発生は経営にも大きな影響を及ぼしかねません。こ

のため、事故の発生状況や要因等を的確に把握し、農業機械を利用する農業者及び関

係者等が安全意識、知識及び技能の向上を図り、農作業事故の発生を防止することが

重要です。  

この手引きは、関係機関の御協力を得て、農作業事故の関連情報及び安全対策につ

いてまとめたものです。  

農業者が集まる会合等における農作業安全の確保に向けた注意喚起など、各地域で

の農作業安全運動の推進の一助として、この手引きをご活用いただきますようお願い

します。  

 

 

 

 令和６年３月  

 

岐阜県農政部農産園芸課  
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１ 本県における農作業死亡事故発生状況について  
 

（１）調査方法  

   農林水産省の農作業事故調査に協力して実施する、厚生労働省の「人口動態調査」

に係る死亡個票を閲覧する方法及び県が独自に調査している事故情報を集計したもの

です。  

 

（２）本県における農作業死亡事故発生件数の推移  

   令和４年に、本県では７件の農作業死亡事故が発生しました。直近５年間でみると、

年間６ .２件の死亡事故が発生しております。  

 

 
 

 

（３）農作業事故の発生状況  
 

ア  月別発生状況  

   月別の発生状況は、農繁期に事故が集中しており、４月から６月はトラクターによ

る事故、８月から１０月にかけては、コンバインの事故が目立ちます。  

 
図－２  農作業死亡事故月別発生件数（平成 13 年～令和４年）  

図－１  農作業死亡事故発生件数（平成 13 年～令和４年）  
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イ  機種別発生状況  

   農業機械作業における機種別の事故発生状況をみると、乗用トラクターの事故が目

立ち、次いでコンバインによる事故が発生しています。また、耕耘機の事故も散見さ

れます。  

   その他には、刈払機や運搬車の事故が含まれ、近年では多様な機械事故が報告され

ています。  

 
 

 

ウ  場所別発生状況  

   ほ場での事故発生件数が約６０％を占めています。  

   ほ場内における事故は、乗用トラクターやコンバインによる事故が多くみられます。 

道路では乗用トラクターによる移動中の転落事故や運搬車による運搬中の事故がみ

られます。  

 

 

図－３  機種別発生状況（平成 13 年～令和４年）  

図－４  場所別発生状況（平成 13 年～令和４年）  
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エ  年齢別発生状況  

      年齢別の事故発生状況をみると、６０歳以上の事故が、総件数の９０％以上を占め

ており、農作業事故に占める高齢者の割合が非常に高くなっています。  

 

 
 

 

 

オ  受傷部位・内容別発生状況  

      トラクターでは、転倒転落によって下敷きとなり、圧迫や外傷性ショックなどによ

り死亡するケースが非常に多くなっています。  

   耕耘機では、後進時に障害物との間に体が挟まれ、胸部を圧迫される事故や、ロー

タリーに巻き込まれて、足を切断する事故がみられます。  

   コンバインでは、脱穀部への巻き込まれによる手指の切断や裂傷、刈払機では、使

用中の異物の飛散や刃部に接触しての切傷などがみられます。  

 

カ  原因別発生状況  

 人の転落・転倒、機械の転落・転倒、回転部等への挟まれ・巻き込まれが多く、総

件数の約７０％を占めています。  

 

図－５  年齢別発生状況（平成 13 年～令和４年）  

図－６  農作業事故の発生原因（平成 13 年～令和４年）  
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２ 農作業安全に関するアンケート調査内容  

  

この内容は、これまでに岐阜県内で行った農作業安全講習会等において、アン

ケートを実施した内容を取りまとめたものです。  
 

 

 

１ 農作業中にヒヤリとしたこと（ヒヤリとした時）はありますか？  

 

 （主な回答）  

・ゴーグルを着けずに刈払機を使用しているときに石が目に飛んできたとき。  

・トラクターでほ場から出るとき、傾斜を斜めに入ってしまい、横転しそうにな

った。  

・コンバインで回転するときに、他の作業員が作業範囲に近くにいて、接触しそ

うになった。  

・トラクターで作業中、居眠りをしてしまった。  

・急な坂を運搬車でのぼっている時に荷物が落ちて転がって行った。  

・田植機で水田から道路へ出るときに転倒しかけた。  

・ハウス内で耕うん作業時、前進と後進のギヤを間違えて、ハウスにぶつかりそ

うになった。  

・管理機を使用中にバランスを崩して機械が倒れたこと。  

・ボブローダーのアームを上げすぎて、後ろに倒れかけたとき。  

 

２ 農作業安全のために気をつけていることは、どんなことですか？  

 

 （主な回答）  

・適度な休憩をとり、無理をしすぎないようにする。  

・機械を使うときは必ず周りを確認している  

・機械など動くものには注意する  

・安全確認してからエンジンをかける  

・後退する時など周りを良く見て、ボブローダーなど運転しています  

・曲がるときには人がいなくても出来る限り一時停止をする  

・作業時には暑くても長袖、長ズボンに心がける  

・圃場内と道路内とのスピードを考えて走っている  

・一つひとつの作業を安全に正確に行う  

・発進するときは周りを見てから発進する  

・ほ場に入るときには常に直角に進入するようにしている。  
 

 農作業中に、大きな事故にはつながらなかったもののヒヤッと

したことを経験している農業者が多く、農作業安全に注意して

いる農業者の方が多いことが伺えました。  
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３ 地域ぐるみの農作業安全対策  

 

 自分の安全は自分で確保することが、地域の安全につながります。  
  多くのヒヤリ事故の中から重大事故が発生しています。  

危険の兆候を早くとらえることができれば、「無事故」又は「ヒヤリ事故」で
すみますが、タイミングが遅くなれば「事故」になり、軽症から死亡・後遺障害
を含む「重大事故」にまでなってしまう恐れがあります。  
地域における農作業事故根絶に向けて、農業者の会合等で農作業安全確認の意

識向上に向けて、どのような取組がもっとも効果的か、地域の皆様で検討するこ
とが大切です。  
○ハインリッヒの法則とは？  
  ある１つの重大事故が発生した場合、同じ原因  
  で２９件の軽い事故が発生し、３００件のヒヤリ  

 事故が発生していると言われています。  
 （１：２９：３００ ) 

         大事故  
          １  

小事故  

         ２９  
ヒヤリ・ハット  

        ３００  

 
○安全への第一歩  
  農作業を行う気持ちを、服装等を変えることで切り替えましょう。  

 「仕事への気持ちの切り替え」のポイント  
 （１）作業計画を確認する  

  （２）作業に適した作業服に着替える  
  （３）適切な安全保護具、衛生保護具を使用する  
  （４）作業中に発生するかもしれない危険について予測し、対策を考える  

 
○危険予知訓練  

次の手順で作業をする人が個々又はグループで危険予知訓練を行いましょ
う。  

（１）これから取り組む作業について、起こりそうな危険について考える  
（２）想定した危険に遭遇したときの対処法を考える  
（３）想定した危険に遭遇しないようにするための行動を考える  

 
  危険予知活動は、１回５分程度しかかかりません。  

次の休憩までの作業について、危険予知を習慣づけましょう。  

「昨日と同じだから省略」は危険です。  
  

○農作業事故ゼロの心得  
   農作業でも「危機管理」の意識が大切です。  
  危機管理の手順の５段階  
   （１）危険の存在を認識する  
    （２）危険を確認する  
    （３）危険被害の推定  
   （４）危険対策の評価  
   （５）危険回避行動  
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○農作業安全のポイント  
 ①  取扱説明書をしっかり読みましょう  

農業機械に付属の説明書をしっかりと読み、農業機械の機械特性、操作方法
等を習得しましょう。  

 
 ②  安全装備を活用しましょう  

農業機械には、事故を防止のために、様々な安全装置が付いています。  

安全装置が付いている箇所や、使用効果等を確認しましょう。  

 
 ③  始業点検、終業点検、定期点検を実施しましょう  
    農作業安全に関するチェックシート等を作成・活用して、定期的な点検を行

いましょう。  

  
 ④  機械操作に必要な特殊免許等を取得しましょう  

大型化・高性能化している農業機械は、特殊免許 (大型特殊免許、けん引免
許等 )が必要となる場合があります。操作時には、法令厳守のためにも特殊
免許の取得をしましょう。  

 
 ⑤  作業の基本を身につける  

農業機械に装備されている様々な装置の特性や、運転操作方法等について、
納入業者からの指導を受けるとともに、研修会や農業機械士からも指導を受
けましょう。  

特に、機械の更新直後は新しい機械操作に慣れず事故が発生しやすくなりま
すので、注意しましょう。  

 
 ⑥  休憩時間を必ず作る  

疲労を感じながらの作業継続は集中力の低下を招き、事故になることが多い
傾向にあります。  

通常作業なら２時間程度に１回、きつい作業はより頻繁に休憩を取りましょ
う。    

機械能力、経験等に合わせて、無理のない作業計画を立てましょう。また、
休憩時に、危険予知活動を忘れずに行いましょう。   

 
 ⑦  機械格納庫の整備  

整理整頓に努めましょう。  

格納庫内での点検調整のために、床が平らで、適切な明るさがあり、換気が
行われる空間を確保しましょう。  

（具体例）  

・一つの機械を使うのに多くの機械を動かすようなことがないように格納す
る。  

  ・小さな物は棚を使って立体的に置く。  

・車輪のない大きな作業機は台車等に乗せて格納する。  等  

 
 ⑧  家からほ場までの安全確保  

他の自動車などと接触しないように安全運転で移動しましょう。  

路肩を踏み外して転落しないように、路肩に寄り過ぎないよう注意しまし
ょう。  

転倒時の安全スペース確保のため、安全キャブや安全フレームの付いたト
ラクターやコンバインを使い、シートベルト着用を徹底しましょう。  
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⑨  圃場での安全確保  

段差のあるほ場への出入りは、歩み板や十分な幅と長さのある進入路を利
用しましょう。  

また、傾斜に対して直角の向きで出入りしましょう。  
  「急」のつく操作（急発進、急ハンドル、急ブレーキ等）は避けましょう  

旋回時や後進時は、周囲の安全を確認しましょう。  

共同作業者や家族との間で、機械が動く際の声掛けや合図を決めましょう。   
点検整備・清掃中は、必ずエンジンを止めましょう。  

 ⑩  ほ場から家への安全確保  
  トラクターでは、ほ場を出る前に、ブレーキペダルの連結を必ず確認しまし

ょう。  
  低速車マークや反射資材を活用し、他の自動者などからの衝突を回避しまし

ょう。  
 
 ⑪  園芸施設での作業安全  

歩行型管理機での耕うん作業中に後退時にハンドルに体が持ち上げられる
事故が頻発しています。  

ハンドル回転式の管理機を使用しましよう。また、後退発進時の急発進は避
けましょう。  

 
 ⑫  果樹園での作業安全  

脚立やはしごを使う高所作業は、バランスを崩し転落の可能性が高まります。 

無理な脚立の使い方をしないようにしましょう。  

脚立上は、バランスが悪いので重心のかけ方に注意しましょう。  

また、スピードスプレヤーでの防除は、枝等の周囲に注意しましょう。  
 

 ⑬  畜舎内作業の安全確保  
  給餌車、配飼車または家畜に挟まれないようにしましょう。   

  フォークで足を突かないようにしましょう。  
  サイロに入る時は、サイロ内が酸欠状態になっていないかチェックを必ず行

いましょう。  
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○  救急処置と労災保険の加入  
  
 農作業事故と救急措置  

事故発生時の、救急処置や対応方法等を事前に確認しておきましょう。  

一人で作業中の事故は、携帯電話を持つことで救命につながることもありま
す。  

作業中も携帯電話を持つようにしましょう。  

 
  ★正しい応急処置  
  （１）事故を発見したら、まず機械のエンジンを停止する。  

（家族全員が所有機械のエンジン停止方法を知っておくこと）  
  （２）ケガの様子を正しく把握し、救急出動の連絡をする。  
  （３）救急隊到着までの間に適切な応急処置を施す。  

  （４）救急隊が到着したら、施した処置について報告する。  

 
労災保険制度のあらましについて  

・万が一の事故に備え、療養・休業給付遺族給付が受けられる労災保険の特
別加入制度が設けられています。  

次の３つの区分のいずれかに特別加入することができます。  
農作業事故の補償を得るため、営農の実態に合った労災保険に加入しまし

ょう。  

 

 ①特定農業従事者  ②指定農業機械作業従事者  ③中小事業主等  

加  
入  
資  
格  
 

経営耕地面積２ｈａ以上

または、年間農畜産物販売

金額３００万円以上の規

模を有し、農業機械を使用

する作業などの特定の農

作業に従事する農業者（家

族従事者を含む）  

指定された機械を使用し、

土地の耕作・開墾、植物の

栽培・採取の作業を行う農

業者（家族従事者を含む）  

 

 

 

①常時３００人以下の

労働者を使用する事業

主とその事業従事者（

家族従事者など）  

②年間１００日以上労

働者を使用する事業主

とその事業従事者（家

族従事者など）  

※その事業の労災保険

に係る事務処理を委託

していること  

補
償
対
象
作
業  
 

土地の耕作・開墾、植物の

栽培・採取、家畜・蚕の飼

育の作業のうち、次に掲げ

るもの  

①動力により駆動される

機械を使用する作業  

②高さが２メートル以上

の箇所における作業  

③牛・馬・豚に接触し、ま

たは接触のおそれのある

作業  

④酸素欠乏危険場所にお

ける作業（サイロ、むろな

ど）  

⑤農薬散布の作業  

指定農業機械を使用する作

業及びこれに直接付帯する

行為  

（農作業場と格納場所間の

運転・運搬を含む）  

 

 

 

 

 

農作業中や事業の運営

に必要な業務上の業務

災害や通勤災害等。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊厚生労働省が作成する「農業者のための特別加入制度のしおり」も参考としましょう。  



- 10 - 

 

集落営農組織における具体的な加入方法について  

１．任意組合の構成員（農業者）は、個人事業主の資格で「特定農作業従事者」又は

「指定農業機械従事者」として特別加入するのが原則です。  

２．任意組合が「法人化」により、オペレータ等労働者を雇用すれば「労働者」とし

ての一般加入と「役員」の労災保険特別加入制度が活用できます。  

３．さらに、ＪＡ共済等保険の活用についても検討して下さい。  

 

集落営農組織における労災保険の加入形態  
  

 
組  合  員  

雇用労働者  

組合員  非組合員  

特  
定  
農  
業  
団  
体  
等  

任意組合  

〈民法 667 条組合契約〉  

特別加入  
（特定農作業従事者）  

（指定農業機械作業従事者） 

  

人格のない社団  

〈法人税基本通達１－１－１〉  

特別加入  
（中小事業主等） 

（特定農作業従事者）  

（指定農業機械作業従事者） 
一般加入  一般加入  

 

 組  合  員  非組合員  

代表理事  

（理事・監事）  

〈労働者性のない者〉  

法人が組合員を労働者 

とし て雇 用し ない 場 合  

法人が組合員を労働者

と し て 雇 用 す る 場 合 

（法人雇用労

働者）  

“事  業”  

従  事  

“事  務”  

従  事  

“事  業” 

従  事  

“事  務” 

従  事  

事  業  

従  事  

事  務  

従  事  

農  
事  
組  
合  
法  
人  

従  
事  
分  
量  
配  
当  
制  

特別加入  

（特定農作業従事者）  

又は  

（指定農業機械作業従事者） 

 

一  
般  
加  
入  

一般加入  
 

特別加入  
（中小事業主等） 

又は  

（特定農作業従事者） 

又は  

（指定農業機械作業従事者） 

確  
定  
給  
与  
制  

 一般加入  一般加入  

特別加入  
（中小事業主等） 

又は  

（特定農作業従事者） 
又は  

（指定農業機械作業従事者） 
 
（備考）法人に雇用されない組合員は、個人農業者として 特 別 加 入（「 特 定 農 作 業 従 事 者 」「 指 定 農 業 機 械 作 業 従 事 者 」）

の対象となる。  
    労働者を雇用する法人の代表理事と役員（理事）は、「中小事業主等」として特別加入が可能である。  
 

農業者に係る労災保険加入の形態   

 一般加入  

（雇用労働者）  

特    別    加    入  

中小事業主等  指定農業機械作業従事者  特定農作業従事者  

保 険 料 率 １３／１０００  １３／１０００  ３／１０００  9／１０００  

保険料負担 事業主  事業主  加入者  加入者  

（備考）  個人事業主の場合の本人の分の特別加入労災保険料は必要経費（法定福利費）ではなく、社会保険料

控除（事業主貸）の対象となります。法人の場合は損金（法定福利費）になります。  
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４ 農作業安全に関する啓発資材等一覧 
 

下記の資材等については、常時貸し出しをしていますので、地域での農作業安全啓発のため

の研修会や座談会等に御活用ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題 名 製 作 備 考 時間  

農作業安全シリーズ  Disc1 

女性・高齢者の安全を確保しよう  

あなたの安全度チェック  

(一社 )日本農業機械化協会  ＤＶＤ  ４７分  

農作業安全シリーズ  Disc2 

農作業環境丸ごと点検  

農作業事故の実態と防ぎ方  

トラクター転倒死亡事故を防ごう  

(一社 )日本農業機械化協会  ＤＶＤ  ５１分  

セイフティアグリシリーズ  Disc1 

あなたを守る安全フレーム  

トラクター運転操作の基本  

トラクターセイフティチェックポ

イント  

農機の路上走行を安全に  

地域ぐるみで事故を防ぐ  

トラクター安全研修の進め方  

(一社 )日本農業機械化協会  ＤＶＤ  ８３分  

セイフティアグリシリーズ  Disc2 

春の農作業を安全に  

中山間地の農作業安全  

耕うん作業を安全に  

秋の農作業を安全に  

中山間地域の農作業安全  

安全なコンバイン作業  

(一社 )日本農業機械化協会  ＤＶＤ  ９２分  

セイフティアグリシリーズ  Disc3 

あなたのための安全保護具  

事故を防ぐ農機の安全装置  

安全確保のための正しい工具の使

い方  

(一社 )日本農業機械化協会  ＤＶＤ  ５１分   

地域で守る担い手の生命 (いのち )  

地域での話し合いから始める農作

業  

(一社 )日本農業機械化協会  ＤＶＤ  ３５分  

農作業安全診断ソフト  

安全意識を事故点検しましょう  

(一社 )日本農業機械化協会  Ｃ Ｄ －

ＲＯＭ  

－  

 

農作業事故  ここがポイント  (一社 )日本農村医学会  
Ｃ Ｄ －

ＲＯＭ  
－  

ここがポイント  農作業事故防止  

各論編  

1.  トラクターの事故  

2.  コンバインの事故  

3.  耕耘機の事故  

4.  草刈り機の事故  

5.  脚立の事故  

6.  農作業事故と労働安全の法律  

7.  農作業事故・緊急時の対応  

(一社 )日本農村医学会  
Ｃ Ｄ －

ＲＯＭ  
－  

農作業安全ｅラーニング  

※インターネットで閲覧可能  

農研機構  農業技術革新

工学研究センター  

Ｃ Ｄ －

ＲＯＭ  
－  
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５ 農作業安全に関する参考資料 

 

国や県が作成した主な農作業安全啓発資料をホームページに掲載していま

すので、ご活用ください。  

 （１）農林水産省  農林水産省  農作業安全対策  

・農作業安全対策  

https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/  

・令和４年に発生した農作業死亡事故の概要  

https://www.maff.go.jp/j/press /nousan/sizai/attach/pdf/240222-1.pdf 

・作業機付きトラクターの公道走行について  

https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/kodosoko.htm

l 

・公道走行簡易パンフレット（直装式作業機・けん引式作業機）  

https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikai ka/attach/pdf/ko

dosoko-7.pdf 

・公道走行ガイドブック（直装式作業機・けん引式作業機）  

https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/attach/pdf/ko

dosoko-5.pdf 

 

（２）岐阜県  岐阜県  農作業安全   

        https://www.pref.gifu.lg.jp/page/1131.html  

 

（３）農研機構 NARO 革新工学センター   農作業安全情報センター   

    http://www.naro.affrc.go.jp/org/brain/el/  

 

検索  

検索  

検索  

http://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/index.html
https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/
https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/sizai/attach/pdf/240222-1.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/kodosoko.html
https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/kodosoko.html
https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/attach/pdf/kodosoko-7.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/attach/pdf/kodosoko-7.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/attach/pdf/kodosoko-5.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/attach/pdf/kodosoko-5.pdf
https://www.pref.gifu.lg.jp/sangyo/nogyo/nosanbutsu/11423/nousagyo-.html
https://www.pref.gifu.lg.jp/page/1131.html
http://www.naro.affrc.go.jp/org/brain/anzenweb/
http://www.naro.affrc.go.jp/org/brain/el/
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岐阜県農政部農産園芸課 

（米麦大豆係）  

 

〒５００－８５７０  岐阜市薮田南２－１－１  

TEL： 058-272-1111（内 4120）     

FAX： 058-278-2692 


